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れた．ポイント では平均値 ％，最小値 ％，










最小値 ％，最大値 ％を示した．ポイント は
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＋ （＋） （ ）











下の個体が ％認められた（ ）． 含
有量の平均値は調査ポイント中で最も高い ％を示







＋ 含有量の平均値は ％であったが，含有量 ％
以上の個体が ％認められた（ ， ）． 含
有量の平均値は調査ポイント中で最も高い ％であ
り， 含有量 ％以上の個体が ％以上を示し，全調
査個体中の最大値 ％を示す個体が認められた




い ％を示し（ ， ），調査全個体中の最高
値 ％を示す個体が認められた（ ）． 含











（ ， ）．また， 含有量は，調査ポイント
の中で最も低い平均値 ％， 含有量 ％以下の個
体が ％認められた（ ， ）． 含有量の
平均値は ％（ ）であったが， 含有量
％を示す個体が認められ，この個体の 含有
量は ％，総カテキン含有量は ％であった































％，最大値 ％，最小値 ％であった（ ）．
ポイント では，総遊離アミノ酸含有量は平均値



































































































































































































































































）山口聡（ ）：ベトナムの茶について 茶の起源研究 ，
社団法人豊茗会 名古屋．
）山本（前田）万里・佐野満昭・立花宏文（ ）：緑茶の抗
アレルギー・がん転移抑制作用．化学と生物， ，
吉田ら ベトナム北部山岳地域から採集した茶葉中のカフェイン カテキン類および遊離アミノ酸含有量の遺伝的多様性
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